
　

清
瀬
駅
南
口
か

ら
秋
津
方
向
に
向

か
っ
て
ス
タ
ー
ト

で
す
。
線
路
伝
い

に
歩
い
て
い
る

と
、
電
車
を
楽
し

　
「
国
立
看
護
大
学
校
」
を
望
む
公
園

出
入
り
口
左
手
に
、
そ
の
碑
は
ひ
っ
そ

り
と
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

碑
誌
に
よ
る
と
、
結
核
が
死
に
至
る

病
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
昭
和
６
年
に
無
医

村
だ
っ
た
清
瀬
村
に
東
京
府
が
初
め
て

結
核
療
養
所「
東
京
府
立
清
瀬
病
院
」

を
開
設
し
た
の
が
、
こ
の
場
所
だ
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
や
が
て
国

公
私
立
15
の
療
養
所
・
研
究
所
と
な
り
、

全
国
か
ら
の
入
院
患
者
数
は
多
い
時
に

５
千
人
に
達
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
清
瀬
は「
結
核
治

　
「
清
瀬
第
六
小
学
校
」
の
前
の
小
道

を
入
っ
て
い
く
と
左
手
に「
清
瀬
小
児

病
院
」の
跡
地
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ

ち
ら
は
、
平
成
22
年
に「
都
立
小
児
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
統
合
さ
れ
た

後
、
閉
院
し
ま
し
た
。
開
設
当
初（
昭

和
23
年
）は
小
児
専
門
の
結
核
保
養
所

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
空
き
地
と
な
っ
た

今
、
当
時
の
悲
し
み
を
知
る
ア
カ
マ
ツ

が
寂
し
げ
に
立
つ
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　

小
道
を
抜
け
る
と
、
平
成
27
年
９
月

に
新
病
棟
が
建
設
さ
れ
た「
救
世
軍
清

瀬
病
院
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
救
世
軍

清
瀬
病
院
は
、
結
核
療
養
所「
救
世
軍

清
瀬
療
養
園
」と
し
て
、
昭
和
14
年
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
院
長
・
看
護
部
長

が
当
時
の
様
子
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

３
年
前
の
取
材
の
記
憶（
平
成
25
年
11

月
１
日
号
）が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

75
年
も
の
時
を
超
え
、
新
し
い
姿
に

変
わ
っ
た
こ
の
建
物
を
見
上
げ
る
と
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
竹
丘
中
央
通
り
」へ
左
折
し
、「
東

京
病
院
」に
到
着
で
す
。
昭
和
14
年
に

「
傷

し
ょ
う

痍い

軍
人
東
京
療
養
所
」
と
し
て
創

設
。
昭
和
37
年
に「
国
立
療
養
所
清
瀬

病
院（
前
述
の「
東
京
府
立
清
瀬
病
院
」

と
同
病
院
）」
と
統
合
さ
れ
、
平
成
16

年
に
現
在
の「
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
東
京
病
院
」と
な
り
ま
し
た
。

　

敷
地
内
の
小
道
を
奥
へ
と
進
む
と
、

今
回
の
最
終
目
的
地
、
療
養
所
の
名
残

で
あ
る「
外
気
舎
記
念
館
」
が
あ
り
ま

す
。
木
製
ベ
ッ
ド
が
ポ
ツ
ン
と
２
台

並
ん
だ
、
４
畳
半
位
の
小
さ
な
小
屋
。

結
核
治
療
は
自
然
療
法（
大
気
・
安
静

・
栄
養
）
が
主
流
で
し
た
。
当
時
、
72

棟
あ
っ
た
な
か
の
１
棟
だ
そ
う
で
す
。

反
対
側
に
は「
桜
の
園
」が
あ
り
ま
す
。

春
に
は
、
患
者
の
軽
作
業
療
法
と
し
て

植
え
ら
れ
た
桜
が
見
事
な
花
を
咲
か
せ

る
そ
う
で
、
希
望
を
生
み
出
す
場
所
で
も

　

先
日
、
古
都
を
巡
る
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
際
に
聞
い
た
、
あ
る
講
師
の
言
葉

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
い
く
ら
文
明
が
発
達
し
て
も
、
目

を
つ
ぶ
っ
て
、
そ
の
当
時
の
出
来
事
や

歴
史
を
想
像
し
て
ご
ら
ん
。
そ
こ
か
ら

見
え
て
く
る
も
の
は
大
き
い
」

　

石
田
波
郷
や
結
核
患
者
の
方
々
も
、

自
然
あ
ふ
れ
る
清
瀬
の
景
色
に
癒い

や

さ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

春
目
前
。
皆
さ
ん
も
一
味
違
っ
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
28
年
度
の
交
通
災
害
共
済「
ち

ょ
こ
っ
と
共
済
」の
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

加
入
資
格　

共
済
期
間
の
開
始
日
に
市

内
在
住
で
、
住
民
登
録
の
あ
る
方
。
会

員
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
方
で
、

就
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し
て
い
る
方

共
済
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
平
成
29
年

３
月
31
日
㈮

会
費　

１
人
当
た
り
Ａ
コ
ー
ス
年
額
千

円
・
Ｂ
コ
ー
ス
年
額
500
円（
お
と
な
・

子
ど
も
共
通
で
１
人
１
口
）

見
舞
い
金
額
な
ど　

下
表
の
と
お
り

※
見
舞
金
の
請
求
に
は
、
交
通
事
故

（
人
身
）証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
現
在
加
入
し
て
い
る
方
も
、
平
成
28

清瀬駅～外気舎記念館を歩く

今回のルート

清
瀬
駅
か
ら
中
央
公
園
へ

清
瀬
小
児
病
院
跡
地
か
ら

東
京
病
院
方
面
へ

外
気
舎
記
念
館
へ

石
碑
～
こ
こ
に
清
瀬
病
院

あ
り
き
～

市民編集委員

山本美香 さん

　～草
く さ ぼ け

木瓜や故郷のごとき療養所～
　昭和を代表する俳人「石田波郷」の一句です。結核を患い、
清瀬での療養生活の中で詠まれました。結核が不治の病といわ
れていた時代に、この地で何を想

お も

い、何を感じていたのでしょ
うか。
　当時の様子に想いを馳

は

せながら、結核医療ゆかりの地を巡り
ました。

取

材

を

終

え

て

「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集中！
応募方法　1日号・15日号ともに掲載希望号の1か月前（いずれも必着）までに、
写真（データが望ましい）に説明（いずれも 150 字程度）を添えて、住所・氏名・
電話番号を記入し、直接または郵送、メールで秘書広報課広報広聴係☎ 497・
1808 へ

清瀬駅南口から中央公園を経由し、東京病院敷
地内にある外気舎記念館までの道のり（約 2.5㌔）
を歩きました。

中央公園にある平和の塔（右）と石田
波郷の句碑

「ここに清瀬病院あ
りき」と記された碑

外気舎記念館

夕日に照らされた
アカマツ

関
東
甲
信
越
大
会
で
準
優
勝

を
果
た
し
た「
ス
マ
イ
ル
チ

ー
ム
」の
皆
さ
ん

【清瀬市参加チーム（順不同）】
▪一般の部
がんばロード、OHANA、ぱ
んだチーム、チームパリオ、
まや☆いっき☆ゆい＠１年
生、テイクオフ、ラジオ体操
IN清瀬
▪職場の部
偉大なる関さん同好会、はし
れキボウエン、清瀬療護園

　各種大会で優秀な成績を収めた方・団
体を紹介します。

28・2・1 ２

療
の
聖
地
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
か
に

私
た
ち
は
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
る
か
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
先
人
の
方
々
に

感
謝
し
な
が
ら
公
園
を
後
に
し
ま
し

た
。

　身近なイベントや、まちかどの話題を
皆さんから募集しています。

　11 月 22 日、ALSOK ぐんま総合スポ
ーツセンター（群馬県前橋市関根町）で
開催されたインディアカの関東甲信越大
会（スーパーシニア 60 歳以上女子の部
門）において、都大会で優勝し、東京都
代表チームとして出場した清瀬市インデ
ィアカ協会の「スマイルチーム」が準優

　12 月 23 日、都立小金井公園（小
金井市関野町一丁目）において、
多摩六都リレーマラソンが開催さ
れました。清瀬市からは一般の部
に７チーム、職場の部に３チーム
が参加し、一般の部参加の「がん
ばロード」が、47 チーム中第３位
に入賞しました。

イ ン デ ィ ア カ 関 東 甲 信 越 大 会 で 準 優 勝

多 摩 六 都 リ レ ー マ ラ ソ ン が 開 催 さ れ ま し た

勝を果たしました。スマイルチームの皆さんからは、「他県との交流も図り
ながら大会を楽しみました」と、喜びのコメントをいただきました。

小金井公園を走る参
加者

等
級

交通災害の程
度（交通災害
を受けた日か
ら１年以内の
日数）

見舞い金額

交通遺児
年金Ａ

コース
Ｂ
コース

１
死亡（交通災
害を受けた日
から１年以内）

300
万円

150
万円

会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時
、
会
員
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
中
学
修
了
年
限

に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
遺
児
１
人
に
付
き
年
額
10
万
２
千
円

２
重度の後遺障
害（交通災害
を受けた日か
ら1 年以内）

200
万円

100
万円

３ 入 院 日数 30日以上の傷害
25
万円

16
万円

４

入院日数 10日
以上30日未満
または実治療日
数30日以上の
傷害

９
万円

６
万円

５
実治療日数
10日 以上 30
日未満の傷害

５
万円

３
万円

６ 実治療日数10
日未満の傷害

３
万円

２
万円

交

通

災

害

共

済

の

申

込

み

を

受

付

中

年
度
分
は
改
め
て
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
み
は
、
加
入
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
希
望
コ
ー
ス
の
会
費
を

添
え
て
、
り
そ
な
銀
行
清
瀬
支
店
派
出

所（
市
役
所
内
）、
松
山
・
野
塩
出
張
所
、

り
そ
な
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
銀
行
の

各
清
瀬
支
店
、
西
京
・
飯
能
信
用
金
庫

の
各
清
瀬
支
店
、
東
京
み
ら
い
農
業
協

同
組
合
清
瀬
支
店
、
東
京
都
民
銀
行
・

青
梅
信
用
金
庫
の
各
秋
津
支
店
へ
。

問
合
せ　

道
路
交
通
課
交
通
安
全
係
☎

497
・
２
０
９
６

そ
う
に
眺
め
る
親
子
、
路
地
裏
の
猫
…

…
。
の
ど
か
な
光
景
が
広
が
り
ま
す
。

　

駐
在
所
前
を
右
折
す
る
と
、
左
手
に

中
央
図
書
館
、
次
に
中
央
公
園
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
公
園
内
に
は
大
き
な
花

壇
と
名
誉
市
民
・
澄
川
喜
一
氏
の
作
品

「
平
和
の
塔
」が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
小
さ
な
こ
ろ
に
通
っ
た
公

園
を
、
し
ば
し
思
い
出
し
な
が
ら
進
む

と「
石
田
波
郷
」
の
句
碑
が
建
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
25
年
９
月
に
生
誕
100
年

を
記
念
し
、
有
志
の
方
々
に
よ
っ
て
造

立
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
句
碑

に
は
光
が
差
し
、
晴
れ
や
か
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ

の
場
所
を
風

化
さ
せ
な
い

工
夫
が
必
要

だ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。


